
第 10回千代田区議会政務活動費交付額等審査会

平成29年 9月 5日 (火 )

午前 10時 00分 ～
8階 第 1委 員会室

[進行 :会長]1開 会

2議 題

(1)ガイ ドライン等について

(2)その他

3閉 会



千代田区議会政務活動費の交付額について(答申)【平成29年7月4日】の概要
項目 主な内容 理由等 (※例外規定)

1 交付額 (1)月額―議員150,∞ 0円を据え置くべきである。

過去4年間の政務活動賞の決算額ベースでは、逓減傾向で推

①暫壌菖Ё丞ダ嘉倉5零蝙醤略塁塁5零厭督夢E妻電奮,PE
ちに一律減額すべきとは必ずしも言えない。

政務活動費については、政務活動にかかわる必要な経費の一

②
設E窪じ悪し、蕩詈8轟曇窪強瑾蓼奮32菫寒百ぞRを足8+
交4寸額はあくまで上限を示すものである。

人件費で一定期間継続して雇用することを認めるとなると、
③ 当面現行の交付額水準を維持し、対応出来るかの検証が必要
である。

2 人件費

(1)扉濾替共詈写2』F常
的な事務尋の雇用」の禁上を

① 糞霧奮詈
p現状では、都度採用では安雫

的な人
γ
の確保は困

② 懲P自
治体では、通年での雇用が認められる実例が多数あ

(2)≦声琶最あ慧ズ聾薯霧奮声政務活動を補助する職①基露菫暑耗扇警署織昌PE嬰警E騎畠鐙讐L』ア事曹,等政

(3)石房隋       F分比として2 ①誌尋冬露す警琶廼認罪鋤累雫認おr損巣酪薯漂裂釈夕を切?

3 会議費 (1)原則として飲食を伴うものは廃止すべきである。

全国の政務活動費を取り巻く状況のなか、区民感情から言つ

①薯翁曾F闇否基呂歴奮褻撃記事窓警烏2丙鎗島お善懸百電製
める必要がある。

②
房暑お語層懸調

pられる「交際費」は「政務雫副
費」と同一

③倉遇雀墨塞撃尋雪習Fよ
り、その必要性の是非に賛否が分か

「人件費」の適用拡充によるマンパワー活用によつて広聴や
④ 外部折衝の対応機能の充実を図る方がより制度趣旨に合致す
る。

※蔭信房纂皇造昌信顧曇萎等暴奎38署務雫ほ慈沢P場
所や会

４
４

　

　

　

′
―

、

通信費 (1)換金可能な郵券の多額の購入は禁止すべきである。

購入後の換金などの疑いをもたれるおそれがあるため、使途
① 目的を限定できる料金別納制度など含理的な方法があるもの
は、その方法を採るべきである。

※ 少額の郵送用郵券等のストックまで禁止するものではない。

5 交通費

(1)撃湯肇星勢書違名爆通花響異墨毛録
=Fは

乗`降地
①足P塞蓮種雇鞠爵モ暑寒奮F認できる力策を厳格化しない

(2)怒忽ζ雇型国2場庭歴し柴塞谷努蒼テ
機関を利用し

6 検討課題と
すべき事項

(1)使途によって按分で調整することが含理的である。 ①覇冒転品な警蓄票認2歴3賢党活動、選挙活動、後援会活

(2)」言語留彗甚t窪喜璽績差彗3漢墓昼鍵差警富窯寝
する必要がある。

① 藝讐管響Σ煙認F適
応した使途基準、申し合わせ事項・鴻

政務活動費の使途等について明文イヒしたガイトライ
(3)ン等を作成し、それを遵守していくことが必要であ
る。

現在の使途基準 (条例別表)と申し合わせ事項・注意事項を
① より具体的に記載したガイドライン等を作成することによ
り、使途の範囲を分かりやすくするため。

ng警
拌
い方式」
?導
入に動 て 十分に検討すべきで

「後払い方式」は、公金を原資とする現金の保管や清算後の
残額返還など会派や区議会事務局において煩雑な事務を伴わ
① ない方式であるため。ただし 分散的に精算処理が発生し、
随時使途や金額の適正さをチェックする必要があり、チェッ
ク体制の充実が必要である。

(5)習F政
務活動費及び交付額を見直していく必要があ①憲蓄倉窪畠毒響奮型認犠去2:よ

り情勢に適応したものとな
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